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組 合 口 法 律 相 談 日 に つ い て　　 惘 別 相 談 対 応 と さ せ て い た だ い て お り ま す｡ ご 相 談 の 向 き は, 組 合 事 務 局 ま で ご 連 絡 く だ さ い

。

法

律
・
労

務

相

談

所

２
０
２
「
一
年
４
月
以
降

押
さ
え
て
お
き
た
い
法
改
正
情
報

◆
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
施
行
（
中
小

企
業
　

２

０
２
１
年
４
月
・
一
日
）

大
企
業
は

、２
０
２
０
年
４
月
よ
り
施
行
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
中
小
企
業
は
１
年

遅
れ
の
２

０
２
１
年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す

。
本
改
正

の
ポ
イ
ン
ト
は
、

（
１
）
不
合
理
な
待
遇
差
の
衆
止

（
２
）

労
働
者
に
対
す
る
待
遇
に
関
す
る
説
明

義

務
の
強
化

（
３
）

行

政
に
よ
る
事
業
主
へ
の
助
言
・
指
導
等

や

、
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
（
行
政
Ａ
Ｄ
Ｒ
）
の

整
備
と
な
り
ま
す
。

（
・
‐
）
の
対
応
と
し
て
、
正
社
貝
と
パ
ー
ト
・
有
期

労

働
者
の
仕
事
内
容
や
責

任
の
程
度

等
に
違

い
が
あ
る
か
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
、
支
払
っ
て

い
る
手
当
が
「
雄
に
対
し
て
≒

何

を
目

的
に
」

支

払
っ
て
い
る
の
か
を

、
今
一
度
確
偲
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

（
２

）に
つ
い
て
は
、
①
パ
ー
ト
・
有
期
労
働
者
を

雇
い
入
れ
た
時
と
②
求

め
が
あ
っ
た
と
き
に
説

明
義
務
が
生
じ
ま
す
。

①
雇
い
入
れ
時
の
説
明
義

務
に
は
例
外
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
会
社
は
パ
ー
ト
・
有
期
労
働
者
を

雇
っ
た
と
き
に
は
必
ず
説
明
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

②
求
め
が
あ
っ
た
と
き
の
説
明
義

務
は

、
パ
ー

ト
・
有
期
労
働
者
か
ら
「
（
待
遇
差
に
つ
い
て
）
説

明
し
て
く
だ
さ
い
」
と
求
め
ら
れ
た
場
合
に
、
は

じ
め
て
会
社
に
説
明
義
務
が
生
じ
る
も
の
で
す
。

◆
3
6
協
定
が
新
し
く
な
り
ま
す
。（
２
０
２
１
’
年

４
月
１
日

）

（
１
）一
’一
協
定
届
に
お
け
る
押
印
・
署
名
の
廃
止

使
用
者
の
押
印
お
よ
び
署
名
が
不
要
に
な
り
ま

し

た
（
記
名
は
必
要
）
。
但
し
、
労
使
で
合
意
し

た
う
え
で
労
使
双
方
の
合
意
が
な
さ
れ
た
こ
と

が
明
ら
か
と
な
る
よ
う
な
方
法
（
記
名
押
印
ま

た
は
署
名

な
ど
）
に
よ
り
3
6
協
定

を
締
結

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
２

）
3
6協
ｔ
の

協
定
当

事
者
に
関
す

る

チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
の
新
設

労
働
者
代

表
（
事
業
場
に
お
け
る
過
半

数
労
働
組
合
ま
た
は
過
半
数
代
表
者
）
に

つ
い
て
以
下
の
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス

が
新
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク

ス
に
チ
ェ
ッ
ク
が
な
い
と
、
形
式
上
の
要
件

に
適
合
し
て
い
る
協
定
届
・
決
議
届
と
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

・
管
理

監
督
者
で
な
い
こ
と
　
・
3
6協
定

を

締

結
す
る
者

を
選
出
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し

た
う
え
で
、
投
票

、
挙
手
等
の
方

法
で

選
出
す
る
こ
と
　
・
使
用
者
の
意
向

に
基
づ
い
て
選
出
さ
れ
た
者
で
な
い
こ
と
。

４
月
１
日
の

施
行
日
以

降
で

あ
っ
て

も
、

当
分
の
問
旧

様
式
を
用
い
る
こ
と
も
で
き

ま

す
が

、
旧
様

式
に

、
協
定
当
事
者
の
適

格

性
に
か
か

る
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
の
記

載

を

直

接

追

記

す

る
か

、
ま

た

は

同

チ
ェ
ッ
ク

ボ
ッ
ク
ス
の

記
載
を
転
機
し
た

紙
を
添
付

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

関
西
労
務
管
理
研
究
所

第
５
１
０
回
　
俳
句
会

年

が
変

っ

て

も

コ

ロ

ナ

は

居

座

っ

た

ま
ま

で

あ

る

。
例

年

に

な

く

何

処

も
淋

し
さ

一
入

の
正

月

を

過

し

、
句

会

は

何

時

も

の
通

り

に

始

ま

っ
た
。

一
月
の
兼
題

は
「
女
正
月
」
で
あ
る
。

も
て

な

し
の
赤
飯

の
色
女

正

月

手

を

合
せ
声

を
合

せ
て

小
豆

粥

小

杉

。
夫

福

笑
ひ

最
後

は

ピ

カ
ソ
の
泣

く
女

冬

桜

寂
し
く

咲

き
て
散

り

も
せ
ず

林
　

春
泉

箕
面
船
場
周
辺
ま
ち
づ
く
り

北
大
阪
急
行
線
延
仲
に
伴
い
箕

面
船
場
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
が
大

き
く
進
ん
で
い
ま
す
。

i ごyr２ ２_

阪

大
箕
面

新
キ
ャ
ン

パ
ス

が
開

校

箕
面
船
場
の
ま
ち

づ
く
り
の
大

き
な
拠
点
と
な
る
施
設
が
完
成
間

近
と
な
っ
て

い
ま
す

。
2
0
2
1

年

４

月

に

大

阪

人

学
外

国

語

学

部
・
箕
面

新
キ
ャ
ン

パ
ス

が
開
校
。

世
界

の
言
語
を
基
底
と
す

る
地
域

の
文
化
や
社
会
に
関
す

る
研
究
の

集
積
拠
点

が
で
き

る
こ

と
で
、
ヒ

ト

ー
モ

ノ

ー
コ

ト
の
流
れ
も
変
化

の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
れ
を

国
生
み
の
神
在
す
島
初
詣

女
正

月
椋
桐
の
帯
を
買
ひ
に
け
り

中
野
啓
了

茫
洋
と
病
め
る
地
球
に
初
日

か
な

花
替
へ
て
静
寂
の
刻
を
女
正
月

木
村
美
恵
子

椅
子
に
身
を
委
せ
う
と
う
と
女
正
月

母
乗
せ

る
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
や
月

冴

ゆ
る

鈴
木
勘
資

う
た
た
寝
に
ス

マ
ホ
の
落
ち
し
去

年
今
年

居
同
一
人
残
る
玩
具
の
三
日

か
な

森
本
礼
ｆ

上
加
茂
の
白
馬
の
吐
く
息
自
き
朝

こ
ま
ご
ま
と
気
配

り
の
妻
女
正

月

田
辺
督
旺

見
は
る
か
す
雲
一
菜
な
き
初
山
河

巫
女

の
来
て
柑
火
の
け
し
き
変
り

た
る

浜
口
高
ｆ

第
５
１
１
回
　
俳
句
会

二
月
の
兼
題
は
「
春
寒
」
で
あ

る
。
雪
は
ま
だ
降
ら
ず
風
の
冷
た

さ
、
寒
さ
は
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る

今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
句
に
思
い
を
寄
せ
て
み
る
こ
と

と
し
よ
う
。

立
春
や
阪
大
校
舎
竣
工
す

受

け
て
。
大

学
関
係
者

の
コ

ム
バ

ス
利

用
も
開
始

さ
れ
ま
す
。
南
側

メ
イ
ン

デ
ッ
キ

か
ら
つ
な
が
る
建

物
３

階

に
は

『
食
堂

・
多
目

的
ス

ペ

ー
ス
』

が
あ
り
こ
の

フ
ロ
ア
だ

け

は
大
学
部
外
者
で

も
利

用
可

能

で

す

。
「
こ

れ

か
ら

の

百

年

も

大

阪

に

国

際

人

を

育

て

る
」
を

ス

ロ
ー

ガ
ン
に
す

る
同
大

学
と
の
協

働
で

、
箕
面

船
場

の
ま

ち
が
大
き

く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

グ
ロ

ー
バ
ル

ビ
レ
ッ
ジ
箕
面
船
場

外
国
語
学
部

こ
言
語
文
化
研

究

科

棟
の
東
隣
に
は

「
グ
ロ
ー
バ
ル

ビ
レ

ッ

ジ
箕
面

船
場
」
（
混

住

型

ワ
ン

ル

ー
ム

タ
イ

プ
の
学
生

寮
）

が
隣
接

し
て

建

設
さ

れ
て

お
り
、

世
界
中

か
ら
集
ま
る
留

学
生
と
日

本
人

学
生

が
親
交

を
深

め
、
プ
ラ

イ

ベ
ー
ト
も
配

慮
さ
れ

た
中
で
学

生
生
活
を
送

る
こ

と
が
で

き
る
寮

と
し
て
活
用

さ
れ

る
予

定
で
す
。

寮
室
は
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
空
間
を

確
保
し

た
ワ
ン

ル

ー
ム

タ
イ

プ
。

日
本
語
日
本
文
化

教
育
セ
ン

タ
ー

等
に
所
属
の
留
学
生
用
２
０
０

室
、

日
本
人
女
子
学
生

用
１
２
０

室

が

用
意
さ
れ
て
お
り
、
船
場
の
ま
ち

の
国
際
化
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

１

・
２

階

は

パ

ナ

ソ

ニ

ッ

ク

ホ
ー
ム
ズ
㈱

が
運

営
す

る
民
間
付

帯
施
設
で
、
１

階
に
は
生
鮮
食
品

主

体
の
ス
ー

パ
ー
が
入
居
の
予
定
。

２

階
は
賃
貸
住
宅
2
4室
と
な
っ
て

い
ま
す
。

薄
模
様
一
枚
重
ね
春
寒
し小
杉
一
夫

漸
漸
（
び
ょ

う
び
ょ

う
）と
山
河

見

下
ろ
す
寒
昴

畑
焼
き
の
狼
煙
上
が
る
あ
ち
こ
ち
に

林
　

春
泉

冴
え
返
る
会
話
と
ぎ
る
る
垣
根
越
し

名
水
の
柄
杓
の
く
ぽ
み
春
寒
し

中
野
啓
子

父
母

の
永
久
（
と
わ
）の
山
河

や
春

兆
す

若
草
や
礎
石
謎
め
く
飛
鳥
よ
り

木
村
美
恵
子

咳
き
込
め
る
母
抱
き
か
か
へ
春
寒
し

消
毒
の
ア
ル
コ
ー
ル
ｆ

に
春
寒
し

鈴
木
勘
資

料
嶋
や
飛
び
石
渡
る
吾
子
二
人

涅
槃
図

や
象
の
や
さ
し
き
眼

か
な

森
本
礼
子

「
た
だ
今
」
に
鍋
一
杯
の
蜘
人
根

春
寒
や
植
木
ｆ

人
れ
の
脚
立
た
て

田
辺
督
旺

月
新
た
大
屋
根
に
嗚
く
恋
の
猫

山
河
狭
し
と
仔
馬
の
跳
ね
て
跳

ね

足
ら
ず

浜
口
高
子

以
上
　

浜
口

高
子
記

三
月
の
兼
題
は
「
種
」
で
す

献

血
の

お

礼

１
月
2
7日
内
、
Ｃ
Ｏ
Ｍ
３
号

館

前
で
行
い
ま
し
た
、
箕
面
船
場
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
の
献
血
運

動
に
は
、
寒
い
時
期
に
も
か
か
わ

ら
ず
４
０
０

㎡
は
4
4名
、
２
０
０

㎡
に
は
４
名
、
計
4
8名
の
方
々
に

大

学

と

市

立

図

書

館

が
一
体

化

生

涯

学

習

セ

ン

タ

ー
、
劇

場

（
大

・
小

ホ

ー
ル
）
、
図

書
館
、
駐

車
場
が
一
体
と
な
っ
た
地
上
６

階
、

地

ド

ー
階

の
複
合
公

共

施
設

が
、

５
月
１
日

出
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

（
劇
場
は
８

月
１
日
ｎ

）
。
駅
前
の

各
施
設
に
ア

ク
セ
ス
す

る
メ
イ
ン

デ
ッ
キ
の
下

に
は
、
駐
輪
場

（
自

転
車
９
５
０

台
・
原
付

バ
イ

ク
４

９
５
台
）
も
整
備

さ
れ
ま
す
。
新

図
書
館
は
、
大

学
図

書
館
と
箕
面

市
立
図
書
館

が
一
体
化
。
箕
面
市

立
萱
野
南
図
書
館

の
蔵
沓
と
外
国

学
図
書
館

の
蔵
書
す

べ
て
を
移

管

し
、
世
界

最
先
端

の
研
究
お
よ
び

教
育
支
援
と
共
に
地
域
の
活
気
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

こ
の
様
に
ま
ち

が
刻
一
刻
と
変

化
を
進
め
る
中
、
団
地
組
合
に
お

い
て
は
長
期
計
画
委
員
会
で
様
々

な
議
論
・
検
討

が
行
わ
れ
て

い
ま

す

。

「
既

に
実
行

に

移

さ
れ
た

施
策

の

ご
紹
介
」

①
平
地
駐
車
場
看
板
の
リ
ニ
ュ

ー

ア
ル
堅

い
イ

メ
ー

ジ
を
脱
却
す

べ
く
従

来

か
ら

あ

る
団

地

組

合

の

愛

称

『
ｃ

ｏ

Ｍ

Ａ

Ｒ
Ｔ

Ｈ

Ｉ
Ｌ

Ｌ

』

の
認

知

度

向
上

を
図

る

た

め

リ

ニ
ュ

ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。

②
ｃ
ｏ

Ｍ
３

号

館

に

『
サ

ロ

ン

コ

ー
ナ
ー
』
を

「
ｃ
ｏ

Ｍ

ギ
ャ
ラ

リ
ー
」

に
仮
で
設
置

４
月
以

降
隣
室
に
『
サ
ロ
ン
室
』

ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

関
係
者

。
同
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

次
回
の
献
血
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

俣

野

富

美

雄

氏

が

優

勝

Ｃ
Ｏ
Ｍ

撞

球
大

会

１

月
一一一
日

主

な
成

績

（
敬
称

略
）

優
　

勝
　

俣
野

富
美

雄

（
日

繊
商
工

㈱
）

準

優

勝
　

鈴

木
勘

資

（
鈴
木
康

㈱
）

第

３

位
　

田

辺
　

督
旺

（
㈱

コ
モ

ン

ズ
）

行
事
予
定
（
令
和
三
年
）

３
月

23 19 17 ９ 日

Ｈｉ

晏

§ 団 団 正
地 地 副
振 組 理

興 合 事
㈱ 理
長

取　　 会P

.予

１

４
月

20 13 ６ １ Ell

総 会 正
務 計 副
委 理 理

員 事 事.6..　 長
曼　 会

羅

｜｜
||

万

予

足

と

し
て
移

設
予

定
。
『
サ

ロ
ン

室
』

の
運
営

方
法

は
策

定
の
上
、
後
日

ご
案
内

差

し
Ｌ

げ

ま
す

が
、
そ
れ

ま
で
『
サ
ロ
ン
コ
ー
ナ
ー
』
に
つ
い

て
は
ご
自
由
に
お
使
い
下

さ
い
。

（
開

放

時

間

：

平

日

（
月

～

金
）

９
時

～
1
7時
）
こ

れ

か
ら
も
、
少

し

ず
つ
新

た
な
取

り
組
み
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す

。

C Ｏ Ｍ
２ ゛1 号 駐 車

場

鯛約戴●姻に祠き’郷
・・ ●lj蜜く

゛
」
ｉ

ｌ
ｎ

‥
Ｈ
ｕ

Ａ
旧
看
板

---

ｌ
ｌ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ

Ｉ

。
’
蝉

ぼ
一

CＯＭ ＡRT HILL

●翼穴駐●ｌ につき．腎豪載事は

整くｌ 鱗りいたします

卜
新
看
板

▲ＣＯＭギャラリー『サロン室J

電話072-729-3321( 代)
編集人 専務理事･寺本正満

〒５６２-0035 大阪府箕面市船場東２丁目５-４７

発行人　理事長･俣野富美雄　編集長 津田純二

発行所

大阪船場繊維卸商団地協同組合



コムアートニュース
コムアートニユースを置いて下さい｡団地内で店先に置いてもいいよという方募集しております。

酋072-729-3321( 代) 団地組合( 担当)山口までお電 話下さい。
ｺ ムアートニュース預り先 暮 集中

荷

主

会

三

部
会

情

報

交

換
会

を

開

催

１
月
2
8日
内
正
午
か
ら
、
三
部
会

（
量

販

店
・
百

貨

店

・
ホ

ー

ム

セ

ン

タ
ー
）
情
報

交

換
会

を
開
催

し
、
水

本

会

長
・
津
田

幹

事

長

を

は

じ

め
、

役
員

・
委

員
等
1
0名

が
出

席
さ

れ
ま

し
た
。

量

販
店

部
会

で

は
、
早

い
時

期

か

ら
厳
冬

に
な

っ
た
影

響
も

あ
り

保
温

性
の
高

い
イ
ン

ナ

ー
商
品

が
好

調
で

あ

る
、
中

で

も
低
価

格

な
商
品

が
よ

り
伸

び

て

い

る
、

巣
龍
需
要

等

か
ら

室
内

ウ
ェ

ア
関

連

が
好

調

な
半

面
、

ア

ウ

タ
ー
・
外

出
系

は
丁

重

な

推
移

と
な

っ
て

い

る
、

前
回

の
緊
急

事
態

同
様
商
談
が
非
常
に
難
し

い
。

百

貨
店

部
会
で

は
、
1
2月

は
百

貨

店

全
体
で
1
5％

の
減
、
内

。
婦

人
服

と
し
て
は
2
0％

の
減
と
な
っ
て

い
る
、

地
域

別

で
は

都
心
部

の
落
ち
込

み

が

顕

著
で
、
現
コ

ロ

ナ
下

で

は
積

極
的

な
販

促
活
動

が
難

し
く
、
中

で

も
高

齢
者
層
を

タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た

催
し

等
に

つ
い
て

は
非

常

に
困

難
に

な

っ

て
い
る
、
一
方
で
ネ

ッ
ト
販
売
、
Ｅ
Ｃ

に
つ

い
て
は
昨
年

対
比

３
倍
近

い
売

り
上
げ
と
な
っ
て

い
る
。

ホ

ー
ム
セ
ン

タ
ー
そ

の
他
部
会

で

は
、

ホ
ー

ム
セ
ン

タ
ー
全
体
の
国

内

売

上

は

直

近

で

は
1
2
％

ア

ッ

プ

と

な

っ
て
お

り
、
特

に
利

益
率

の
高

い

Ｐ
Ｂ
商

品

が
伸

び
て

い
る
、
業
界

で

は
Ｐ
Ｂ
比

率
4
0％

を

目
標

に
掲

げ

る

会
社
も
あ
る
、
Ｅ
Ｃ
投
資
に
つ
い
て
も

積

極
的
に

行

わ
れ
て

お

り
、
今

後
Ｅ

Ｃ

の
増
加

に
伴

い
流
通

構

造
の
変
化

も
見

込

ま
れ

る
。
倉

庫

物
流

・
営
業

に

つ
い
て

は
、
マ
ル
チ
対

応

型
の
倉

庫

が
趨
勢

で
、
よ

り
内
陸

部

に
進
出

す

る
流

れ

と
な
っ
て

い

る
等
々
活
発

な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
入
社
員
教
育
講
座

４
月
５
日
和
ヽ
６
日
刈
開
講

１

ぐ

．

令
和
３
年
度
新
入
社
員
教
育
講
座

を
、
大
阪
船
場
繊
維
卸
商
団
地
協
同

組
合
と
ア
パ
レ
ル
産
業
教
育
学
園
の

共
催
で
、
左
記
の
通
り
開
催
致
し
ま

す
。
新
入
社
貝
教
育
の
一
環
と
し

て
、
是
非
こ
の
講
座
を
ご
活
用
下
さ

/
¥
Ｏ

Ｉ
Ｖ日

時
　

４

月

５

日

励

、

６

日

向

午

前

く
　
　
　

ぐ

1
0時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

会
場
　
Ｃ
Ｏ
Ｍ
３
号
館
５
階
会
議
室

（
箕
面
市
船
場
束
2
6
4
7）

講
師
　
㈱
ブ
レ
イ
ン
フ
ァ
ー
ム

新
谷
聡
美
先
生

受
講
対
象
者
　
令
和
３
年
度
の
新
入

ワ
ー
ク
商
品
の
総
合
メ
ー
カ
ー
と
し
て
9
5年

機
能
商
品
の
開
発
で
ス
ポ
ー
ツ
界
へ
も
躍
進

創

業

以

来

、
一
貫

し
て
高

品

質

な

作

業

手

袋

・

靴

下

の

製

造

販

売

を

行

い
、
市

場

シ
ェ
ア

Ｎ

Ｏ

・
１

を

誇
っ
て

き
た

お
た

ふ
く

ブ
ラ
ン
ド
。

販

売

代

理

店

は

全

国

約
1
6
0
0

軒

に
上

り

、

さ

ら
に
世

界

に
販

売

網

を

拡

大

中

で

す

。

近

年

は

、
こ

れ

ま
で
の

実

績

と
ノ
ウ
（

ウ
を

も

と
に

、
安

令

靴

、
ス
ニ
ー

カ
ー
、

長

靴

な

ど
の
履

物

部

門

も

強

化

す

る
ほ

か
、

科

学

的

デ

ー
タ

に

基

づ

く

高

機

能

商

品

を

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し

、

最

前

線

の

品

質

を

最

高

の
コ
ス
ト

パ
フ
ォ
ー・
マ
ン
ス
で

提

供

。

高

機

能

イ
ン
ナ

ー・
ウ
ェ
ア
ブ
ラ
ン

ド

「
Ｂ

Ｏ

Ｄ

Ｙ

Ｔ

Ｏ

Ｕ

Ｇ

Ｈ

Ｎ

Ｅ

Ｓ

Ｓ

（
ボ

デ
ィ
タ
フ
ネ

ス
）
」

が

好

調

で

、

過

酷

な

作

業

現

場

で
も

認

め

ら

れ

た

性

能

は

、
ス
ポ

ー
ツ

シ
ー
ン
で

も

大

活

躍

。
ロ
ー
ド
バ
イ

ク
世

界

大

会

に
出

場

す

る
日

本

代

表

選

手

を

始
め
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
、

ザ
ー
が
増
え
続

け
て
い
ま
す

。

ゴ
ル
フ
な
ど
様

々
な
シ
ー
ン
で
ユ
ー

組合員の会社訪問

おたふく手袋株式会社

地　 〒５６２-８５８５

大 阪 府 箕 面 市 船 場 東3-11-２２

０７２-７２８-1111 （代 ）

L　https:// ｗｗｗ.0tafuku･glove.jp/

在所

Ｕ　 Ｒ

社
員
、
又
は
新
入
社
員
教
育
を
受
け

て
い
な
い
方

定
口
　
6
0名

申
込
「
Ｆ
切
　

３
月
1
9日

向

お
問
合
せ
　
団
地
組
合
内
ア
パ
レ
ル

産
業
教
育
学
園
（
担
当
、
古
山
、
西

岡

部

奥

田

）

ま

で

く
℡
０
７
２
（
７
２
９
）
3
3
2
1

咄
０
７
２
（
７
２
９
）
5
2
3
0

春
の
慰

霊
祭

４
月
１３
日

向
に
開
催

団
地
組
合
で
は
、
毎
年
春
に
組
合

関
係
物
故
者
の
慰
霊
祭
を
比
叡
山
延

暦
寺
大
霊
園
に
お
い
て
開
催
し
て
い

ま
す
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
も
あ
り
、
代
表
し
て
組
合
役
貝

と
新
合
祀
者
の
一
部
遺
族
の
み
参
加

の
小
規
模
な
形
で
行
い
ま
し
た
。

本
年
は
左
記
日
時
で
開
催
い
た
し
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
次
第
で
は

昨
年
同
様
の
小
規
模
開
催
に
な
る
可

能
性
も
ご
ざ
い
ま
す
。

日
　
時
　
４
月
1
3日
向
午
前
1
0時
5
0

分
か
ら

場
　
所
　
比
叡
山
延
暦
寺
大
霊
園

大
津
市
伊
香
立
上
龍
華
町

問
合
せ
　
団
地
組
合
ま
で

” ゛ ' ･ ． ・ ・

-

このコーナーでご紹介する訪問企業を募集（掲載料無料）しています。ご希望の企業は、

酋072 － 729 － 3321 （代）団地組合（担当：山口）まで、お気軽にお問い合せください。

〈お聞合せ〉大阪府豊中市新千里西町1丁目1 番7-3サービス付き高齢者向け住宅

ウィステリア千里中央　画10120-165-372 屈j,・
hltPs://ｗｗｗ.lnsｎｗ-ｗiｓ･jP/ ［ﾗﾌgT 茅‾ﾘｱ ‾¬ｒ口

呵4j 湛 　 回答者: ＣＯＭ内科クリニック院長　植田高彰先生 ●

(Ξl 新型 コロ ナウィル ス のワ クチン につ い て おしえてくださ い 。

＆ コ 茫 茫 芒 ２ 惣 謐ﾚ 恐 豊 竺! 茫 茫 竺 ｙ= と乙 磐 芒 匹

おり､接種することで特異抗体ができ､感染の重篤化を防ぐことができます。よく知られたものでは､イン

フルエンザ･ワクチンがあります。現在､新型コロナウイルスのワクチンが話題になっていますが､インフル

エンザと異なるのは､筋肉注射による痛み､まれに発熱､また気怠さも強そうという予測です。インフルエ

ンザ同様､極めてまれなアナフィラキシーショックを強調しますが､薬にとってはすべてが｢作用｣であり、

副作用よりも効果が大切だと考えます。接種しなければ新型コロナに感染する可能性が高くなるため、世

界および日本国内でもワクチン接種が進められています。

●繊維団地エリアに近く利便性抜群

●ご自宅同様の自由な生活が楽しめる

●コミュニティーがさらに広がる

●Ｊ
・
‘

蓋

鯵
ｅ

Ｉ

[敷地内併設/ 連携医療施設等]

●関西メディカル病院 ●なの花案局 千里中央店
●ゆう脳神経外科　 ●介簡サービス

｡。％
１

北大阪急行 千里中央駅より

大阪モノレール 千里中央駅より

卜 砕二Ｓ 苓２二〃

｢
7
 
S
.

‐

ｊ
９

４

１

一

千重中央 公●

９

冗 二 こl

・．1
麟

f"　　-W－
ダ ー４ Ｓぶ‘ ？ ぶ

※上記掲載は､広告です｡掲載広告の内容は､広告主が責任を負うものであります。

時 運のﾀｲﾐﾝ ｸﾞを上剽 こ掴んでいます｡協力 鳥と力を合 わせて吉 。

乱 まで努力して飲 ことｶ1光‘J蛤めてtｌ す｡集中して突き違んで。
AＢ型

人と争うとａ こjlらず｡ 魯 歓する人の 言葉に耳を佃 す周囲と協力を。

険Lλ 哺 函 こ遭 遇した沁 ても持ち前 の知恵と勇 気 で道を喬きます。
B型

不 安 な気 持９ こふ たをせず､ 自 分白 身を発 ず入 れると恚いでし４ う。

もの肆 會をj爽すようこ自 分と集 吋 麗をすることで吉方 へ導かれます。
〇型

吻 Ｊ ま立ち止まって大 切な ことｺ 諌゙ し･で決 めな1,４ １ こし漑 ４ 戈

ゆった!え,た春の 風を 駄 腿 むことで 冷 静な 判 断力 が 養わ れます。
Ａ型

話表腎締雲 井戸端 勇樹

創　　　 業　１９２６（大正15 ）年 ９月

資　本　金 ９,８００万円

事 業 内 容 作業用手袋および

関連商品の製造販売

C ｏｍ ｐａｎy Ｐrｏfillｅ

四l ；
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